
 

 

 

 

子どもたち・学校・家庭・地域で力を合わせ、

「３つの力」を本物の力に！！ 
１０月１７日の始業式で、子どもたちに「後期にがんばってほしいこと」を伝えました。それ
は、前期に伸ばしてきた「３つの力」を「本物の力にしよう！」ということです。 
まず、３つの力のうちで特に身につけて欲しい力の例を示しました。そして、本物の力とは

「いつでも」「どこでも」「誰とでも（誰に対しても）」できる力であること。先生やお家の人から
言われるからやるのではなく、まわりの友だちがやっているから（やっていないから）に流され
てしまうのではなく、「自分から（自分は）」やる力であることを伝えました。 

下に始業式で使ったプレゼンのシートを載せています。子どもたちがこれらの力を身につける
には、ご家庭や地域での協力や見守り、励ましの声掛けが必要です。旭志っ子ひとりひとりの成
長のために一緒にがんばっていきましょう。後期もご支援とご協力をお願いいたします。 

 

 

やさしく げんきに しんけんに 

旭志小学校だより 第 10号  令和６年１０月２５日 
文責 校長 髙尾 和史 

「ふるさとを誇りに思い、夢に向かって 
みんなで伸びゆく 旭志っ子の育成」 
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夏休み明けから、登校した５６年生が正門や近くの歩道を掃除してくれる姿があります。「自
分たちの学校をきれいにして気持ちよく生活したい」「学校を訪れる保護者や地域の方を気持
ちよくお迎えしよう」「高学年として、みんなのために働くお手本になろう」そんな気持ちで
取り組んでいます。学校だけでなく自分の心もピカピカに磨く姿が輝いています！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
笑顔で作業する５年生     すみずみまできれいにする６年生 正門もみんなの心もきれいになりました 

「やさしく」の力を磨いています！ 高学年の朝ボランティア 


